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(57)【要約】
【課題】塩水への曝露による防水性の低下が抑制された 
電気接続箱の筐体を提供する。
【解決手段】電気接続箱の筐体１は、上下方向に開口す 
る開口部１２を有する金属製のケース１０と、上方から 
開口部１２を塞ぐカバー２０と、開口部１２の孔縁部に 
設けられた溝部１１に装着される環状のパッキン３０と 
、を備え、溝部１１は、パッキン３０に下方から接触す 
るケース側シール面１４と、ケース側シール面１４の径 
方向内側に位置して上方に突出して設けられた内側壁１ 
５と、ケース側シール面１４の径方向外側に位置して上 
方に突出して設けられた外側壁１６と、を有し、カバー 
２０は、パッキン３０に上方から接触するカバー側シー 
ル面２１Ａと、カバー側シール面２１Ａの径方向外側に 
位置して下方に突出して設けられた止水壁２２と、を備 
え、止水壁２２とケース１０の外面１０Ｓとの間には、 
上下方向に第１クリアランスＣＬ１が設けられ、止水壁 
２２と外側壁１６との間には、径方向に第２クリアラン 
スＣＬ２が設けられている。
【選択図】図５

審査請求　未請求　請求項の数　3　　ＯＬ　（全9頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
上 下 方 向 に 開 口 す る 開 口 部 を 有 す る 金 属 製 の ケ ー ス と 、
上 方 か ら 前 記 開 口 部 を 塞 ぐ カ バ ー と 、
前 記 開 口 部 の 孔 縁 部 に 設 け ら れ た 溝 部 に 装 着 さ れ る 環 状 の パ ッ キ ン と 、 を 備 え 、
前 記 溝 部 は 、 前 記 パ ッ キ ン に 下 方 か ら 接 触 す る ケ ー ス 側 シ ー ル 面 と 、 前 記 ケ ー ス 側 シ ー ル  
面 の 径 方 向 内 側 に 位 置 し て 上 方 に 突 出 し て 設 け ら れ た 内 側 壁 と 、 前 記 ケ ー ス 側 シ ー ル 面 の  
径 方 向 外 側 に 位 置 し て 上 方 に 突 出 し て 設 け ら れ た 外 側 壁 と 、 を 有 し 、
前 記 カ バ ー は 、 前 記 パ ッ キ ン に 上 方 か ら 接 触 す る カ バ ー 側 シ ー ル 面 と 、 前 記 カ バ ー 側 シ ー  
ル 面 の 径 方 向 外 側 に 位 置 し て 下 方 に 突 出 し て 設 け ら れ た 止 水 壁 と 、 を 備 え 、
前 記 止 水 壁 と 前 記 ケ ー ス の 外 面 と の 間 に は 、 上 下 方 向 に 第 １ ク リ ア ラ ン ス が 設 け ら れ 、
前 記 止 水 壁 と 前 記 外 側 壁 と の 間 に は 、 径 方 向 に 第 ２ ク リ ア ラ ン ス が 設 け ら れ て い る 、 電 気  
接 続 箱 の 筐 体 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ケ ー ス 側 シ ー ル 面 は 、 前 記 ケ ー ス の 外 面 の う ち 前 記 止 水 壁 と 対 向 す る 面 よ り も 、 上 方  
に 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 電 気 接 続 箱 の 筐 体 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 カ バ ー 側 シ ー ル 面 は 、 前 記 内 側 壁 の 上 端 と 前 記 外 側 壁 の 上 端 と の 双 方 に 面 接 触 し て い  
る 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 気 接 続 箱 の 筐 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 開 示 は 、 電 気 接 続 箱 の 筐 体 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
箱 本 体 お よ び 蓋 カ バ ー か ら な る 電 気 接 続 箱 の 防 水 シ ー ル 構 造 と し て 、 従 来 、 特 開 ２ ０ ０ １  
－ ２ ３ ８ ３ ２ ６ 号 公 報 （ 下 記 特 許 文 献 １ ） に 記 載 の も の が 知 ら れ て い る 。 特 許 文 献 １ に 記  
載 の 電 気 接 続 箱 の 防 水 シ ー ル 構 造 で は 、 箱 本 体 と 蓋 カ バ ー と の 突 き 合 わ せ 面 に パ ッ キ ン が  
装 着 さ れ 、 箱 本 体 は 蓋 カ バ ー で 閉 塞 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ３ ８ ３ ２ ６ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 記 の よ う な 電 気 接 続 箱 を 電 気 自 動 車 等 の 車 両 の エ ン ジ ン ル ー ム に 配 設 す る と 、 電 気 接 続  
箱 は 塩 水 に さ ら さ れ う る 。 毛 細 管 現 象 に よ っ て 塩 水 が 電 気 接 続 箱 の パ ッ キ ン の 外 側 に 溜 ま  
っ た 場 合 、 水 分 が 蒸 発 し て 塩 分 濃 度 が 上 昇 す る 。 電 気 接 続 箱 が 金 属 製 で あ る 場 合 に は 、 濃  
度 の 高 い 塩 水 に よ っ て 電 気 接 続 箱 の 腐 食 が 進 み 、 防 水 性 が 低 下 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 開 示 は 上 記 の よ う な 事 情 に 基 づ い て 完 成 さ れ た も の で あ っ て 、 塩 水 へ の 曝 露 に よ る 防 水  
性 の 低 下 が 抑 制 さ れ た 電 気 接 続 箱 の 筐 体 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 開 示 の 電 気 接 続 箱 の 筐 体 は 、 上 下 方 向 に 開 口 す る 開 口 部 を 有 す る 金 属 製 の ケ ー ス と 、 上  
方 か ら 前 記 開 口 部 を 塞 ぐ カ バ ー と 、 前 記 開 口 部 の 孔 縁 部 に 設 け ら れ た 溝 部 に 装 着 さ れ る 環  
状 の パ ッ キ ン と 、 を 備 え 、 前 記 溝 部 は 、 前 記 パ ッ キ ン に 下 方 か ら 接 触 す る ケ ー ス 側 シ ー ル  
面 と 、 前 記 ケ ー ス 側 シ ー ル 面 の 径 方 向 内 側 に 位 置 し て 上 方 に 突 出 し て 設 け ら れ た 内 側 壁 と  
、 前 記 ケ ー ス 側 シ ー ル 面 の 径 方 向 外 側 に 位 置 し て 上 方 に 突 出 し て 設 け ら れ た 外 側 壁 と 、 を  
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有 し 、 前 記 カ バ ー は 、 前 記 パ ッ キ ン に 上 方 か ら 接 触 す る カ バ ー 側 シ ー ル 面 と 、 前 記 カ バ ー  
側 シ ー ル 面 の 径 方 向 外 側 に 位 置 し て 下 方 に 突 出 し て 設 け ら れ た 止 水 壁 と 、 を 備 え 、 前 記 止  
水 壁 と 前 記 ケ ー ス の 外 面 と の 間 に は 、 上 下 方 向 に の び る 第 １ ク リ ア ラ ン ス が 設 け ら れ 、 前  
記 止 水 壁 と 前 記 外 側 壁 と の 間 に は 、 径 方 向 に の び る 第 ２ ク リ ア ラ ン ス が 設 け ら れ て い る 、  
電 気 接 続 箱 の 筐 体 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 開 示 に よ れ ば 、 塩 水 へ の 曝 露 に よ る 防 水 性 の 低 下 が 抑 制 さ れ た 電 気 接 続 箱 の 筐 体 を 提 供  
す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 実 施 形 態 に か か る 電 気 接 続 箱 の 筐 体 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 電 気 接 続 箱 の 筐 体 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 ケ ー ス の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 カ バ ー の 下 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 ２ の Ａ － Ａ 断 面 に お い て パ ッ キ ン の 周 辺 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 ２ の Ｂ － Ｂ 断 面 に お い て パ ッ キ ン の 周 辺 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 図 ３ の Ｃ － Ｃ 断 面 に お い て ケ ー ス の 上 側 を 示 す 拡 大 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
［ 本 開 示 の 実 施 形 態 の 説 明 ］
最 初 に 本 開 示 の 実 施 態 様 を 列 挙 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
（ １ ） 本 開 示 の 電 気 接 続 箱 の 筐 体 は 、 上 下 方 向 に 開 口 す る 開 口 部 を 有 す る 金 属 製 の ケ ー ス  
と 、 上 方 か ら 前 記 開 口 部 を 塞 ぐ カ バ ー と 、 前 記 開 口 部 の 孔 縁 部 に 設 け ら れ た 溝 部 に 装 着 さ  
れ る 環 状 の パ ッ キ ン と 、 を 備 え 、 前 記 溝 部 は 、 前 記 パ ッ キ ン に 下 方 か ら 接 触 す る ケ ー ス 側  
シ ー ル 面 と 、 前 記 ケ ー ス 側 シ ー ル 面 の 径 方 向 内 側 に 位 置 し て 上 方 に 突 出 し て 設 け ら れ た 内  
側 壁 と 、 前 記 ケ ー ス 側 シ ー ル 面 の 径 方 向 外 側 に 位 置 し て 上 方 に 突 出 し て 設 け ら れ た 外 側 壁  
と 、 を 有 し 、 前 記 カ バ ー は 、 前 記 パ ッ キ ン に 上 方 か ら 接 触 す る カ バ ー 側 シ ー ル 面 と 、 前 記  
カ バ ー 側 シ ー ル 面 の 径 方 向 外 側 に 位 置 し て 下 方 に 突 出 し て 設 け ら れ た 止 水 壁 と 、 を 備 え 、  
前 記 止 水 壁 と 前 記 ケ ー ス の 外 面 と の 間 に は 、 上 下 方 向 に 第 １ ク リ ア ラ ン ス が 設 け ら れ 、 前  
記 止 水 壁 と 前 記 外 側 壁 と の 間 に は 、 径 方 向 に 第 ２ ク リ ア ラ ン ス が 設 け ら れ て い る 。 こ こ で  
、 径 方 向 と は 、 開 口 部 が 構 成 す る 開 口 の 中 心 を 上 下 方 向 に 貫 く 中 心 軸 線 に 対 す る 法 線 の 方  
向 の こ と で あ り 、 中 心 軸 線 に 近 い 側 を 径 方 向 内 側 、 中 心 軸 線 か ら 遠 い 側 を 径 方 向 外 側 と す  
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の よ う な 構 成 に よ る と 、 外 側 壁 が 上 方 に 突 出 し て 設 け ら れ て い る た め 、 重 力 に よ り 水 が  
外 側 壁 を 越 え て ケ ー ス 側 シ ー ル 面 や カ バ ー 側 シ ー ル 面 ま で 到 達 し に く い 。 ま た 、 ケ ー ス と  
カ バ ー の 間 に は 第 １ ク リ ア ラ ン ス と 第 ２ ク リ ア ラ ン ス と が 設 け ら れ て い る た め 、 毛 細 管 現  
象 が 起 こ り に く く 、 水 が 外 側 壁 の 上 側 に 到 達 す る こ と を さ ら に 抑 制 で き る 。 し た が っ て 、  
電 気 接 続 箱 の 筐 体 が 塩 水 に さ ら さ れ て も 、 腐 食 に よ る 防 水 性 の 低 下 を 抑 え る こ と が で き る  
。
【 ０ ０ １ ２ 】
（ ２ ） 前 記 ケ ー ス 側 シ ー ル 面 は 、 前 記 ケ ー ス の 外 面 の う ち 前 記 止 水 壁 と 対 向 す る 面 よ り も  
、 上 方 に 設 け ら れ て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の よ う な 構 成 に よ る と 、 ケ ー ス の 外 面 に 対 し て 外 側 壁 を よ り 上 方 に 突 出 し て 設 け る こ と  
が で き 、 水 が 外 側 壁 を 越 え て ケ ー ス 側 シ ー ル 面 や カ バ ー 側 シ ー ル 面 ま で 到 達 し に く く な る  
。
【 ０ ０ １ ４ 】
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（ ３ ） 前 記 カ バ ー 側 シ ー ル 面 は 、 前 記 内 側 壁 の 上 端 と 前 記 外 側 壁 の 上 端 と の 双 方 に 面 接 触  
し て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ の よ う な 構 成 に よ る と 、 ケ ー ス と カ バ ー が ２ つ の 接 触 面 を 有 す る た め 、 ケ ー ス に 対 し て  
安 定 し て カ バ ー を 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
［ 本 開 示 の 実 施 形 態 の 詳 細 ］
以 下 に 、 本 開 示 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 本 開 示 は こ れ ら の 例 示 に 限 定 さ れ る も の で  
は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 示 さ れ 、 特 許 請 求 の 範 囲 と 均 等 の 意 味 お よ び 範 囲 内 で の  
全 て の 変 更 が 含 ま れ る こ と が 意 図 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
＜ 実 施 形 態 ＞
本 開 示 の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 １ か ら 図 ７ を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 の 電 気 接 続  
箱 の 筐 体 １ は 、 例 え ば 、 電 気 自 動 車 や ハ イ ブ リ ッ ド 自 動 車 等 の 車 両 に 搭 載 さ れ 、 車 両 に 配  
索 さ れ る ワ イ ヤ ー ハ ー ネ ス の 端 末 に 接 続 さ れ る よ う に な っ て い る （ 図 示 省 略 ） 。 電 気 接 続  
箱 の 筐 体 １ の 内 部 に は 、 図 示 し な い 複 数 の 電 子 部 品 が 収 容 さ れ る 。 電 気 接 続 箱 の 筐 体 １ は  
、 車 両 の 使 用 に 際 し て 塩 水 等 の 水 に さ ら さ れ る 位 置 に 配 設 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
［ 電 気 接 続 箱 の 筐 体 ］
電 気 接 続 箱 の 筐 体 １ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ケ ー ス １ ０ と 、 ケ ー ス １ ０ を 上 方 （ 図 示 紙 面  
手 前 方 向 ） か ら 塞 ぐ カ バ ー ２ ０ と 、 ケ ー ス １ ０ と カ バ ー ２ ０ と の 間 に 配 さ れ る パ ッ キ ン ３  
０ と 、 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
［ ケ ー ス 、 開 口 部 ］
ケ ー ス １ ０ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 等 の 金 属 か ら な り 、 図 １ に 示 す よ う に 、 直 方 体 の 箱 状 を な し  
て い る 。 ケ ー ス １ ０ は 、 天 井 壁 １ ０ Ａ と 、 天 井 壁 １ ０ Ａ に 対 向 し て 下 方 に 位 置 す る 底 壁 （  
図 示 せ ず ） と 、 天 井 壁 １ ０ Ａ と 底 壁 と を 接 続 す る 複 数 の 側 壁 １ ０ Ｂ と 、 を 備 え て い る 。 図  
３ に 示 す よ う に 、 天 井 壁 １ ０ Ａ に は 、 上 下 方 向 （ 図 示 紙 面 垂 直 方 向 ） に 開 口 し た 開 口 部 １  
２ が 設 け ら れ て い る 。 開 口 部 １ ２ は 、 平 面 視 で 方 形 状 を な し て い る 。 開 口 部 １ ２ の 図 示 紙  
面 奥 方 に お け る ケ ー ス １ ０ の 内 側 の 空 間 は 、 内 空 間 １ ３ と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
以 下 で は 、 上 下 方 向 に 直 交 す る 方 向 に つ い て 径 方 向 を 用 い て 説 明 す る 。 径 方 向 と は 、 図 ７  
に 示 す よ う に 、 開 口 部 １ ２ が 構 成 す る 開 口 の 中 心 を 上 下 方 向 に 貫 く 中 心 軸 線 Ｌ １ に 対 す る  
法 線 の 方 向 の こ と で あ り 、 中 心 軸 線 Ｌ １ に 近 い 側 を 径 方 向 内 側 、 中 心 軸 線 Ｌ １ か ら 遠 い 側  
を 径 方 向 外 側 と す る 。 例 え ば 、 図 示 左 方 に の び る 中 心 軸 線 Ｌ １ の 法 線 Ｌ ２ に よ り 径 方 向 を  
考 え る と 、 相 対 的 に 図 示 右 側 が 径 方 向 内 側 、 図 示 左 側 が 径 方 向 外 側 と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
［ 溝 部 、 ケ ー ス 側 シ ー ル 面 、 内 側 壁 、 外 側 壁 ］
天 井 壁 １ ０ Ａ に お け る 開 口 部 １ ２ の 孔 縁 部 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 開 口 部 １ ２ の 全 周 に  
わ た っ て 溝 部 １ １ が 設 け ら れ て い る 。 溝 部 １ １ は 、 ケ ー ス 側 シ ー ル 面 １ ４ と 、 ケ ー ス 側 シ  
ー ル 面 １ ４ の 径 方 向 内 側 に 位 置 す る 内 側 壁 １ ５ と 、 ケ ー ス 側 シ ー ル 面 １ ４ の 径 方 向 外 側 に  
位 置 す る 外 側 壁 １ ６ と 、 を 有 す る 。 内 側 壁 １ ５ の 一 部 は 、 開 口 部 １ ２ を 構 成 し て い る 。 ケ  
ー ス 側 シ ー ル 面 １ ４ は 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 上 下 方 向 に 垂 直 な 面 で あ り 、 天 井 壁  
１ ０ Ａ に お け る ケ ー ス １ ０ の 外 面 １ ０ Ｓ よ り も 上 方 に 設 け ら れ て い る 。 内 側 壁 １ ５ 及 び 外  
側 壁 １ ６ は 、 ケ ー ス 側 シ ー ル 面 １ ４ よ り 上 方 に 突 出 し て 設 け ら れ て い る 。 内 側 壁 １ ５ の 上  
端 １ ５ Ａ 及 び 外 側 壁 １ ６ の 上 端 １ ６ Ａ は 、 同 一 の 高 さ 位 置 に 設 け ら れ 、 上 下 方 向 に 垂 直 な  
面 を 有 す る 。 溝 部 １ １ に は 、 パ ッ キ ン ３ ０ が 嵌 め 込 ま れ 、 ケ ー ス 側 シ ー ル 面 １ ４ は パ ッ キ  
ン ３ ０ に 下 方 か ら 接 触 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
天 井 壁 １ ０ Ａ に お け る 溝 部 １ １ の 径 方 向 の 外 側 に は 、 ４ 個 の ボ ル ト 締 結 部 １ ７ が 設 け ら れ  
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て い る 。 ボ ル ト 締 結 部 １ ７ は 、 内 部 に ね じ 加 工 が さ れ 、 ボ ル ト ４ ０ を 締 結 で き る よ う に な  
っ て い る 。 図 示 し な い ナ ッ ト を 内 部 に 有 す る 。 図 示 し な い が 、 ボ ル ト 締 結 部 １ ７ の 上 端 は  
、 内 側 壁 １ ５ の 上 端 １ ５ Ａ 及 び 外 側 壁 １ ６ の 上 端 １ ６ Ａ と 同 じ 高 さ 位 置 に 設 定 さ れ て い る  
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
［ パ ッ キ ン ］
パ ッ キ ン ３ ０ は 、 ゴ ム 等 の 弾 性 部 材 か ら な り 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 平 面 視 で 環 状 を な し て  
い る 。 パ ッ キ ン ３ ０ は 、 図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 上 側 と 下 側 と に そ れ ぞ れ ２ つ の 山 を  
有 す る 断 面 形 状 を な し 、 溝 部 １ １ に 装 着 さ れ る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 パ ッ キ ン ３ ０ の 上  
下 方 向 の 寸 法 は 、 自 然 状 態 で は 、 内 側 壁 １ ５ 及 び 外 側 壁 １ ６ の ケ ー ス 側 シ ー ル 面 １ ４ か ら  
の 高 さ よ り も 大 き く 形 成 さ れ 、 電 気 接 続 箱 の 筐 体 １ の 組 み 立 て の 際 、 パ ッ キ ン ３ ０ は 、 ケ  
ー ス 側 シ ー ル 面 １ ４ と 後 述 す る カ バ ー 側 シ ー ル 面 ２ １ Ａ と に よ り 上 下 方 向 か ら 圧 縮 さ れ る  
よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
［ カ バ ー 、 カ バ ー 側 シ ー ル 面 、 止 水 壁 ］
カ バ ー ２ ０ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 等 の 金 属 か ら な り 、 図 １ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 上 下 方 向 に  
薄 い 板 状 を な し て い る 。 カ バ ー ２ ０ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 長 方 形 状 を な し 、 カ バ ー ２ ０  
の 中 央 部 は カ バ ー 本 体 部 ２ １ と さ れ て い る 。 カ バ ー 本 体 部 ２ １ の 四 隅 に は ボ ル ト 締 結 の た  
め の 貫 通 孔 ２ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 カ バ ー 本 体 部 ２ １ の 下 面 （ 図 示 紙 面 手 前 側 の 面 ） は 、  
カ バ ー 側 シ ー ル 面 ２ １ Ａ と さ れ て い る 。 カ バ ー 本 体 部 ２ １ の 外 縁 部 に は 、 止 水 壁 ２ ２ が カ  
バ ー 側 シ ー ル 面 ２ １ Ａ よ り 下 方 に 突 出 し て 設 け ら れ て い る 。 カ バ ー 本 体 部 ２ １ の 外 縁 部 に  
は 、 さ ら に 鍔 部 ２ ４ が 径 方 向 外 側 に の び て 設 け ら れ て い る 。 鍔 部 ２ ４ は 、 図 示 紙 面 手 前 か  
ら 見 た と き 、 長 方 形 状 を な す カ バ ー ２ ０ の 短 辺 に 対 応 す る 位 置 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
［ 第 １ ク リ ア ラ ン ス 、 第 ２ ク リ ア ラ ン ス ］
図 ５ 及 び 図 ６ に 示 す よ う に 、 カ バ ー 側 シ ー ル 面 ２ １ Ａ は 、 溝 部 １ １ に 装 着 さ れ た パ ッ キ ン  
３ ０ の 上 端 に 接 触 し 、 ケ ー ス 側 シ ー ル 面 １ ４ と と も に パ ッ キ ン ３ ０ を 上 下 方 向 か ら 圧 縮 す  
る 。 カ バ ー 側 シ ー ル 面 ２ １ Ａ は 、 内 側 壁 １ ５ の 上 端 １ ５ Ａ と 外 側 壁 １ ６ の 上 端 １ ６ Ａ に 面  
接 触 し て ボ ル ト ４ ０ に よ り 固 定 さ れ る 。 ボ ル ト 締 結 に よ っ て 電 気 接 続 箱 の 筐 体 １ が 閉 じ ら  
れ た 状 態 （ 以 下 、 閉 止 状 態 と す る ） で は 、 止 水 壁 ２ ２ と 天 井 壁 １ ０ Ａ に お け る 外 面 １ ０ Ｓ  
と の 間 に は 、 上 下 方 向 に 第 １ ク リ ア ラ ン ス Ｃ Ｌ １ が 設 け ら れ て い る 。 閉 止 状 態 に お い て 、  
止 水 壁 ２ ２ と 外 側 壁 １ ６ と の 間 に は 、 径 方 向 に 第 ２ ク リ ア ラ ン ス Ｃ Ｌ ２ が 設 け ら れ て い る  
。 第 １ ク リ ア ラ ン ス Ｃ Ｌ １ 及 び 第 ２ ク リ ア ラ ン ス Ｃ Ｌ ２ は 、 と も に １ ｍ ｍ 以 上 と す る こ と  
が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 水 が 毛 細 管 現 象 に よ り 第 １ ク リ ア ラ ン ス Ｃ Ｌ １ 及 び 第 ２ ク リ ア  
ラ ン ス Ｃ Ｌ ２ に 浸 入 す る こ と が 抑 制 で き る 。 ま た 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 鍔 部 ２ ４ の 下 端 は  
、 止 水 壁 ２ ２ の 下 端 よ り も 高 く 設 け ら れ て お り 、 同 様 に 、 鍔 部 ２ ４ と 天 井 壁 １ ０ Ａ に お け  
る 外 面 １ ０ Ｓ と の 間 に お け る 水 の 毛 細 管 現 象 は 起 こ り に く く な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
［ 電 気 接 続 箱 の 筐 体 の 組 み 立 て ］
ケ ー ス １ ０ の 内 空 間 １ ３ に 基 板 や 複 数 の 電 子 部 品 （ 図 示 せ ず ） が 収 容 さ れ る 。 パ ッ キ ン ３  
０ が ケ ー ス １ ０ の 溝 部 １ １ に 装 着 さ れ る 。 貫 通 孔 ２ ３ と ボ ル ト 締 結 部 １ ７ を 合 わ せ る よ う  
に 、 カ バ ー ２ ０ が ケ ー ス １ ０ の 上 方 か ら 被 せ ら れ る 。 ボ ル ト ４ ０ を 貫 通 孔 ２ ３ に 上 方 か ら  
挿 通 し 、 ボ ル ト 締 結 部 １ ７ に 対 し て 締 結 す る こ と で 、 カ バ ー ２ ０ が ケ ー ス １ ０ に 取 り 付 け  
ら れ る 。 ボ ル ト ４ ０ を 締 結 し て い く と 、 パ ッ キ ン ３ ０ は カ バ ー 側 シ ー ル 面 ２ １ Ａ と ケ ー ス  
側 シ ー ル 面 １ ４ と に よ っ て 上 下 方 向 か ら 圧 縮 さ れ て い く 。 カ バ ー 側 シ ー ル 面 ２ １ Ａ が 内 側  
壁 １ ５ の 上 端 １ ５ Ａ と 外 側 壁 １ ６ の 上 端 １ ６ Ａ と の 双 方 に 面 接 触 し た 閉 止 状 態 で は 、 パ ッ  
キ ン ３ ０ は 、 カ バ ー 側 シ ー ル 面 ２ １ Ａ と ケ ー ス 側 シ ー ル 面 １ ４ と に 水 密 に 密 着 し た 状 態 と  
な る 。 以 上 に よ り 、 電 気 接 続 箱 の 筐 体 １ の 組 み 立 て は 完 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
［ 実 施 形 態 の 作 用 効 果 ］
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実 施 形 態 に よ れ ば 、 以 下 の 作 用 、 効 果 を 奏 す る 。
実 施 形 態 の 電 気 接 続 箱 の 筐 体 １ は 、 上 下 方 向 に 開 口 す る 開 口 部 １ ２ を 有 す る 金 属 製 の ケ ー  
ス １ ０ と 、 上 方 か ら 開 口 部 １ ２ を 塞 ぐ カ バ ー ２ ０ と 、 開 口 部 １ ２ の 孔 縁 部 に 設 け ら れ た 溝  
部 １ １ に 装 着 さ れ る 環 状 の パ ッ キ ン ３ ０ と 、 を 備 え 、 溝 部 １ １ は 、 パ ッ キ ン ３ ０ に 下 方 か  
ら 接 触 す る ケ ー ス 側 シ ー ル 面 １ ４ と 、 ケ ー ス 側 シ ー ル 面 １ ４ の 径 方 向 内 側 に 位 置 し て 上 方  
に 突 出 し て 設 け ら れ た 内 側 壁 １ ５ と 、 ケ ー ス 側 シ ー ル 面 １ ４ の 径 方 向 外 側 に 位 置 し て 上 方  
に 突 出 し て 設 け ら れ た 外 側 壁 １ ６ と 、 を 有 し 、 カ バ ー ２ ０ は 、 パ ッ キ ン ３ ０ に 上 方 か ら 接  
触 す る カ バ ー 側 シ ー ル 面 ２ １ Ａ と 、 カ バ ー 側 シ ー ル 面 ２ １ Ａ の 径 方 向 外 側 に 位 置 し て 下 方  
に 突 出 し て 設 け ら れ た 止 水 壁 ２ ２ と 、 を 備 え 、 止 水 壁 ２ ２ と ケ ー ス １ ０ の 外 面 １ ０ Ｓ と の  
間 に は 、 上 下 方 向 に 第 １ ク リ ア ラ ン ス Ｃ Ｌ １ が 設 け ら れ 、 止 水 壁 ２ ２ と 外 側 壁 １ ６ と の 間  
に は 、 径 方 向 に 第 ２ ク リ ア ラ ン ス Ｃ Ｌ ２ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 外 側 壁 １ ６ が 上 方 に 突 出 し て 設 け ら れ て い る た め 、 重 力 に よ り 水 が  
外 側 壁 １ ６ を 越 え て ケ ー ス 側 シ ー ル 面 １ ４ や カ バ ー 側 シ ー ル 面 ２ １ Ａ ま で 到 達 し に く い 。  
ま た 、 ケ ー ス １ ０ と カ バ ー ２ ０ の 間 に は 第 １ ク リ ア ラ ン ス Ｃ Ｌ １ と 第 ２ ク リ ア ラ ン ス Ｃ Ｌ  
２ と が 設 け ら れ て い る た め 、 毛 細 管 現 象 が 起 こ り に く く 、 水 が 外 側 壁 １ ６ の 上 側 に 到 達 す  
る こ と を さ ら に 抑 制 で き る 。 し た が っ て 、 電 気 接 続 箱 の 筐 体 １ が 塩 水 に さ ら さ れ て も 、 腐  
食 に よ る 防 水 性 の 低 下 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
実 施 形 態 で は 、 ケ ー ス 側 シ ー ル 面 １ ４ は 、 ケ ー ス １ ０ の 外 面 １ ０ Ｓ の う ち 止 水 壁 ２ ２ と 対  
向 す る 面 よ り も 、 上 方 に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 ケ ー ス １ ０ の 外 面 １ ０ Ｓ に 対 し て 外 側 壁 １ ６ を よ り 上 方 に 突 出 し て  
設 け る こ と が で き 、 水 が 外 側 壁 １ ６ を 越 え て ケ ー ス 側 シ ー ル 面 １ ４ や カ バ ー 側 シ ー ル 面 ２  
１ Ａ ま で 到 達 し に く く な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
実 施 形 態 で は 、 カ バ ー 側 シ ー ル 面 ２ １ Ａ は 、 内 側 壁 １ ５ の 上 端 １ ５ Ａ と 外 側 壁 １ ６ の 上 端  
１ ６ Ａ と の 双 方 に 面 接 触 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 ケ ー ス １ ０ と カ バ ー ２ ０ が ２ つ の 接 触 面 を 有 す る た め 、 ケ ー ス １ ０  
に 対 し て 安 定 し て カ バ ー ２ ０ を 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
＜ 他 の 実 施 形 態 ＞
（ １ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 内 側 壁 １ ５ の 上 端 １ ５ Ａ と 外 側 壁 １ ６ の 上 端 １ ６ Ａ と は 、 同 じ  
高 さ に 設 定 さ れ た が 、 こ れ に 限 ら れ る こ と は な く 、 内 側 壁 の 上 端 と 外 側 壁 の 上 端 と は 、 異  
な る 高 さ に 設 定 さ れ て も よ い 。
（ ２ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 カ バ ー ２ ０ は 鍔 部 ２ ４ を 備 え て い た が 、 こ れ に 限 ら れ る こ と は  
な く 、 カ バ ー は 鍔 部 を 備 え て い な く て も よ い 。
（ ３ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 パ ッ キ ン ３ ０ は 上 側 と 下 側 と に そ れ ぞ れ ２ つ の 山 を 有 す る 断 面  
形 状 を な し て 設 け ら れ た が 、 こ れ に 限 ら れ る こ と は な く 、 パ ッ キ ン の 断 面 形 状 は 、 任 意 に  
設 定 さ れ う る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
１ ：   電 気 接 続 箱 の 筐 体
１ ０ ：   ケ ー ス
１ ０ Ａ ：   天 井 壁
１ ０ Ｂ ：   側 壁
１ ０ Ｓ ：   外 面
１ １ ：   溝 部
１ ２ ：   開 口 部
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１ ３ ：   内 空 間
１ ４ ：   ケ ー ス 側 シ ー ル 面
１ ５ ：   内 側 壁
１ ５ Ａ ， １ ６ Ａ ：   上 端
１ ６ ：   外 側 壁
１ ７ ：   ボ ル ト 締 結 部
２ ０ ：   カ バ ー
２ １ ：   カ バ ー 本 体 部
２ １ Ａ ：   カ バ ー 側 シ ー ル 面
２ ２ ：   止 水 壁
２ ３ ：   貫 通 孔
２ ４ ：   鍔 部
３ ０ ：   パ ッ キ ン
４ ０ ：   ボ ル ト
Ｃ Ｌ １ ：   第 １ ク リ ア ラ ン ス
Ｃ Ｌ ２ ：   第 ２ ク リ ア ラ ン ス
Ｌ １ ：   中 心 軸 線
Ｌ ２ ：   中 心 軸 線 の 法 線
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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